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X線天文衛星すざくに搭載された硬 X線検出器 HXDの構成要素である PIN検出器は、64個の 2mm厚 PIN
型シリコンダイオードからなり、HXDの観測帯域の低エネルギー側 (10-70keV)で高感度の観測を行っている。
本発表では、PIN検出器のノイズ特性などの長期変動に関する調査結果を報告する。
地上に転送される PINデータには低エネルギー側に時間変動するノイズイベントが大量にのっているため、そ
れぞれの PINに対し地上オフラインソフトによる Lower Discriminator(地上 softLD)を設け、スクリーニングし
ている。最近、上空における放射線劣化と思われる原因などにより、打ち上げ当初よりノイズイベントが増加し、
スペクトルに現れるノイズの上限波高値が高エネルギー側にシフトしていることが確認された。また検出器の温
度によって、熱ノイズが大きく変動することも明らかになり、地上 softLDの値の見直しを行った。ノイズ上限波
高値は、どれも 10 keV付近のエネルギー位置であり、銀河団や超新星残骸などからの非熱的な放射成分がスペク
トルに現れ始める非常に重要な領域である。よって同じすざくに搭載された XISのエネルギー帯域と連続的につ
なげるために LD値は可能な限り、低く設定することが望ましい。そこで、時期別、温度別にそれぞれ最適な LD
値でデータを切り出し、低エネルギー側での有効面積を最大限活用する方法を検討した。また、2006年 5月、10
月にPINダイオードに印加するバイアス電圧を、一部変更したため、これにともなうPINゲイン、エネルギー分
解能の変動がないかを調べたが、両者とも大きな変動がないことを確認した。このことも合わせて報告する。


